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平成30年4月以降のジェネリック医薬品の使用割合

全国 長野

令和 2年 2月 26日 

 

 

 

 

 

 

  

全国健康保険協会（協会けんぽ）長野支部では、ジェネリック医薬品の使用促進に取り組んでおり、

平成 29年 6月に閣議決定された目標である使用割合 80％（令和 2年 9月）を目指しています。今回

は目標達成期限の 1年前にあたる令和元年 9月時点の使用割合をまとめましたのでお知らせします。 

 

１． 協会けんぽ長野支部のジェネリック医薬品使用割合は伸び悩み 

長野支部のジェネリック医薬品使用割合の推移は増加傾向にありますが、平成 30年 4月 74.8％

（全支部中 11位）であったものが、令和元年 9月診療分では 78.5％（全支部中 16位）となり伸び幅が

鈍化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、長野支部においては、外来診療時（院内処方）のジェネリック医薬品使用割合が 64.6％であ

り、全国平均 65.1％を下回っています。地域別（医療圏域）にみると、地域によっても差があることがわ

かります。年齢別にみると、全国的な傾向ですが、0～14歳の使用割合が他の年齢と比べ低くなって

います。（詳細は参考資料） 

 

２． 目標達成に向けた取組み 

(ア)  ジェネリック医薬品軽減額通知のお知らせ対象を初めて 15歳以上に拡大  

軽減額通知により、新薬（先発医薬品）をジェネリック医薬品（後発医薬品）に切り替えた場合のお

薬代の軽減可能額を、ご本人に対して通知しています。 

協会けんぽ（全国健康保険協会）とは、主に中小企業の従業員とその家族が加入

する健康保険です。平成 20年に政府管掌健康保険を引き継いで設立されまし

た。全国で約 4,000万人、うち長野支部では約 66万人が加入しています。 

長野支部ジェネリック医薬品の使用割合は 78.5％（令和元年 9月） 

～国が掲げた目標 80％（令和 2年 9月）に向けた対策～ 

平成 30 年 令和元年 平成 31 年 
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平成 30年度までの通知対象者は 20歳以上（※）、令和元年 8月の通知対象者は 18歳以上（※）の

加入者としていましたが、今回、令和 2年 2月に通知する軽減額通知は対象年齢を引き下げ、本サー

ビスを開始以降初めて 15歳以上（※）の加入者に拡大して通知します。これは、約 7割の市町村にお

いて 15歳の年度末に乳幼児等医療費助成が終了するため、ジェネリック医薬品の切替えに繋がりや

すいと考え、実施するものです。 

ジェネリック医薬品への切替えをご希望いただく場合は、医師または薬剤師に軽減額通知を見せ

てご相談いただくことで、スムーズに切替えができます。 

また、平成 31年 2月に通知した方の切替結果によると、長野支部の加入者で切り替えた方は

28.1％、軽減額は 1か月で約 1,750万円、年間推計で約 2億円（1,750万円×12か月）となりました。 

※年度初め時点での年齢 

 

(イ)  医療機関・薬局へのアプローチ  

当協会が保有するレセプトデータを基に、長野支部では個々の医療機関・薬局毎に使用割合や県

内機関での立ち位置を見える化したツールを作成し、提供しています。今後は、本ツールを利用して

訪問等により、更に積極的に医療機関・薬局へ情報提供を行っていきます。 

 

(ウ)  新生児の親にあたる被保険者への啓発  

平成 30年度から長野支部では、子育て世代の被保険者へ情報誌を贈呈し、ジェネリック医薬品の

使用促進も含めた医療機関のかかり方等の情報を提供する啓発事業を行っています。新たに乳幼児

が被扶養者となった被保険者を中心に今後も継続していきます。 

 

(エ)  ジェネリック医薬品希望シールの配布  

  保険証の交付時や配布要望があった場合、当支部から事業所等に配布しています。また、薬

局においても患者様に配布してもらっています。このシールは保険証やお薬手帳に貼付すること

ができ、提示するだけで医療機関や薬局にジェネリック医薬品の使用希望を伝えることができま

す。 

 

 

【参考資料】 

１．長野支部ジェネリック医薬品使用状況 

２．ジェネリック医薬品軽減額通知について 

３．医療機関・薬局をサポートする情報ツール 

４．ジェネリック医薬品希望シール 

  

【お問い合わせ先】 

〒380-8583 

長野市南長野西後町 1597-1 長野朝日八十二ビル 8階 

全国健康保険協会長野支部 企画総務グループ 田邉・沢戸 

TEL：026-238-1251  FAX：026-238-1257  
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１．長野支部ジェネリック医薬品使用状況 

（1）地域別（平成 31年 4月診療分） 

（２）年齢別※7（令和元年 9月診療分） 
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年齢階級別ジェネリック医薬品使用割合※8 長野
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使用割合（％） 影響度※6 使用割合（％） 影響度※6 使用割合（％） 影響度※6

県全体 78.3 66.4 81.4

佐久 81.7 + 0.34 67.0 + 0.01 84.6 + 0.26

上小 80.9 + 0.25 72.7 + 0.08 82.1 + 0.06

諏訪 75.6 - 0.26 63.9 - 0.07 80.3 - 0.08

上伊那 80.1 + 0.16 63.6 - 0.06 85.1 + 0.25

飯伊 76.4 - 0.16 55.2 - 0.21 82.3 + 0.06

木曽 84.1 + 0.05 72.7 + 0.01 87.3 + 0.04

松本 75.4 - 0.60 70.5 + 0.20 76.9 - 0.74

大北 78.4 + 0.00 56.1 - 0.05 83.2 + 0.04

長野 79.0 + 0.19 68.3 + 0.10 81.8 + 0.08

北信 79.2 + 0.03 63.2 - 0.02 82.5 + 0.03

全体※2、3、4、5 院内処方 院外処方

二次医療圏名

※1

※1 地域別の集計は、医療機関および薬局の所在地に基づく。 
※2 平成 31 年（2019 年）4 月診療分の医科、DPC、調剤レセプトを対象とする。DPC についてはコーディングデータを集計対象とする。 
※3 数量は、薬価基準告示上の規格単位毎に数えたもの。ただし、経腸成分栄養剤、特殊ミルク製剤、生薬、漢方を除く。 
※4 ジェネリック医薬品使用割合は、数量ベース新指標にて算出。後発品数量 ÷（後発のある先発品数量＋後発品数量） 
※5 医薬品の区分は、厚生労働省「各先発医薬品の後発医薬品の有無に関する情報（令和元年 5 月 29 日適用）」による。 
※6 影響度は偏差値 50 からの差分が、県全体のジェネリック医薬品使用割合に与える影響を示す。例えば、影響度が-1.0 ならば、当該指標が県全体のジェ

ネリック割合を 1.0 ポイント引き下げている。また、影響度は、該当指標の全体平均からの差分に数量構成割合の比率を乗じて算出している。数量構成割

合は地域によって異なるため、全体の影響度とその内訳の合計は必ずしも一致しない。 

※7 年齢は、実際の診療年月（9 月）末日時点である。 

※8 円の面積は医薬品（先発医薬品+後発医薬品）の数量を表す。 

【参考資料】 
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２．ジェネリック医薬品軽減額通知について 

（１）平成 31年 2月実施結果 

通知件数 約 298万件 （内、長野支部約 4万件） 

通知書の送付時期 平成 31年 2月 14日 

通知対象医薬品 

慢性疾患（リウマチ・喘息）、生活習慣病（糖尿病・高血圧症）の治療薬をは

じめとする長期間（14日以上）継続して服用することが考えられる医薬品。 

但し、がん治療薬、精神疾患治療薬、HIV治療薬、ジキタリス製剤を除く。 

通知対象年齢 20歳以上の加入者 

軽減可能額基準（医科） 600円以上 

軽減可能額基準（調剤） 50円以上 

切替人数 849,325人 （内、長野支部 11,489人） 

切替率 28.5％ （内、長野支部 28.1％） 

軽減効果額 約 12億 9000万円／月 （内、長野支部約 1,750万円／月） 

年間軽減効果額 約 154億 8000万円 （内、長野支部約 2億円） 

 

（２）平成 21年度から 30年度までの実施結果 

 送付者数（のべ） 切替者数（のべ） 切替率 軽減効果額累計 

全 国 33,015,833人 9,032,580人 27.4％ 約 1,640億円 

長野支部 482,704人 134,094人 27.8％ 約 25億円 

※平成 21年度から 30年度までの 10年間の累計。 算出方法は通知 1回あたりの軽減額（月）×12か月を積算したもの。 

 

（3）通知見本 
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３．医療機関・薬局をサポートする情報ツール 

医療機関・薬局向けに、ジェネリック医薬品の処方（調剤）割合、地域における医療機関（薬局）の処方

（調剤）割合の立ち位置、医療機関（薬局）におけるジェネリック医薬品数量割合向上に寄与する上位 10

医薬品など、個別の医療機関・薬局の情報を掲載したツールを作成しています。 

 医療機関への情報提供は平成 28年度から実施しており、令和元年度は長野県内の希望のあった医

療機関及び全保険薬局あてにお知らせしました。医療機関や薬局からは、「思ったより使用割合が低かっ

た。今後のジェネリック医薬品を採用する参考にしたい」、「院内で協議し処方せんの「ジェネリック変更不

可」へのチェックをしない方針としたい」といったお声を頂戴しています。 
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４．ジェネリック医薬品希望シール 

 

※シールは、医師や薬剤師が

見やすい箇所に貼ります。 


